
1993年出上の木簡

さ

ん

ど
う

滋
賀
。
三
堂
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
野
洲
郡
野
洲
町
冨
波
甲

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
一
〇
月
ぞ

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
滋
賀
県
教
育
委
員
会

。
の
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
上
垣
幸
徳

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
〓
一世
紀
前
後

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

三
堂
遺
跡
は
琵
琶
湖
の
東
岸
に
広
が
る
湖
東
平
野
を
流
れ
る
小
河
川
の
微
高

地
上
に
位
置
す
る
弥
生
を
中
性
に
か
け
て
の
集
落
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
今

回
の
調
査
は
東
込
田
川
の
改
修

に
先
立
ち
実
施
し
た
も
の
で
、

調
査
対
象
地
の
う
ち
、
約
五

一

〇
ポ
を
調
査
し
た
。

工
事
の
都
合
上
二
ヵ
所
に
分

け
て
調
査
し
た
結
果
、
現
況
が

水
田
と
な
っ
て
い
る
約
三
五
〇

だ
の
部
分
で
、
切
妻
屋
根
を
も

つ
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
井
戸

・

溝

。
土
坑
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
も
う

一
方
の
県
道
直
下
の
部
分
で
は
顕

著
な
遺
構
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
出
土
し
た
遺
物
は
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に

約

一
〇
箱
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
黒
色
土
器
椀

・
土
師
器
な
ど
の
上
器

類
、　
一
木
鋤
や
木
簡
な
ど
の
木
製
品
、
植
物
の
種
子
な
ど
の
自
然
遺
物
で
あ
る
。

木
簡
を
含
め
た
木
製
品
の
全
て
は
井
戸
の
埋
土
中
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
こ

の
井
戸
は
前
述
の
掘
立
柱
建
物
に
付
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
規
模
は
長

径
二

。
一
ｍ
、
短
径

一
・
七
ｍ
、
深
さ

一
・
一
ｍ
で
、
底
の
方
が
方
形
を
呈
す

る
。
井
戸
枠
は
現
存
せ
ず
、
埋
上
の
状
況
か
ら
、
こ
の
井
戸
の
廃
絶
に
あ
た
っ

て
井
戸
枠
を
撤
去
し
た
後
、
前
述
の
木
製
品
や
土
器
類
と
と
も
に

一
気
に
埋
め

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

（商
∞
卜
）
×
卜
ヽ
×
卜　
　
Φ
∞
Φ

井
戸
の
底
近
く
で
出
土
し
て
お
り
、
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
上
部
に
三
文

字
ず
つ
、
三
行
分
書
か
れ
て
お
り

（
い
ず
れ
も

「鬼
」
の
可
能
性
が
あ
る
）
、
そ

の
下
に
文
字
が
続
く
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
四
縦
五
横
の
可
能
性
も

あ
り
、
全
体
の
文
字
の
配
置
か
ら
、
呪
符
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で

き
る
。
切
り
込
み
部
分
に
紐
状
の
も
の
が
巻
か
れ
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
。

木
簡
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
同
時
に
出
上
し
た
黒
色
土
器
椀
の
型
式
か
ら
、

一
三
世
紀
頃
と
推
定
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
垣
幸
徳
）
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